
 

令和６年度 事業計画（案） 

《 基 本 理 念 》 

「住民と共に歩み、生き、その人らしく暮らせる地域づくり」 

《 基 本 方 針 》 

 少子高齢化や核家族化が進行する中で地域のつながりの希薄化など、地域社会を取り巻く環境は 

大きく変化し、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、住民の抱える福祉ニーズは更に多様化・ 

複雑化しています。 

昨年５月から新型コロナウイルス感染症の影響による制限が緩和されたことから、これまで実施を 

見合わせてきた各種事業を徐々に再開してまいりました。 

 本年度は、鶴田町社会福祉協議会地域福祉活動計画（令和５年度～令和７年度）の２年目にあたり、 

鶴田町で策定しました「第９期介護保険事業計画・老人保健福祉計画」（令和６年度～令和８年度）、 

「第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画」（令和６年度～令和８年度）と連携して推進して 

まいります。 

当協議会の基本理念である「住民と共に歩み、生き、その人らしく暮らせる地域づくり」の実現に 

向けて、地域の社会福法人・福祉施設や民生委員児童委員をはじめとした社会福祉関係者、行政と 

連携・協働し、地域福祉推進を担う中核的団体としての役割を果たして、下記の基本目標・基本計画 

の達成に向けて各種事業を実施してまいります。 

 

《 基本目標・基本計画 》 

基本目標１ 福祉を伝える人づくり  

基本計画① ボランティア活動の推進 

② 福祉教育の推進 

③ 広報・啓発活動の充実 

基本目標２ 誰もが安心して暮らせる仕組みづくり 

基本計画① 相談支援体制の充実 

② 福祉サービスの充実 

③ 社会参加・生きがいづくりの推進 

基本目標３ みんなで支えあうまちづくり 

基本計画① 住民主体の地域福祉活動の推進 

② 地域の交流の場づくり 

③ 地域福祉活動の基盤強化 

 

 

 


